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1.2 情報通信分野                
（１）Last One Mile（末端アクセス回線）の動向 































































十分な精度が確保された Design by Analysis
用のツールが開発された。 
 



























































米国では 4 月に 2002 年度の大統領予算教書
が発表され、現在、議会において予算審議が本
格化している。 






















2001年 4月号のNature Medicine（Vol.7, No.4, 
Page 382-383）に掲載された東京大学大学院医
学系研究科の永井良三教授らが発表した論文
「 Circulating smooth muscle progenitor cells 












































































































（１）Last One Mile(末端アクセス回線)の動向 
ＩＴ基本戦略などでブロードバンド化が推進され
ている Last One Mile（基地局と家庭、オフィスを
つなぐ末端アクセス回線）であるが、その技術動
向のトピックスを専門調査員報告より紹介する。 
①IEEE での EFM(Ethernet① in the First Mile) 
検討状況 
IEEE802.3委員会において、EFMワーキンググ
ループ②（日本からはＮＴＴが参加）が 2000 年 11
月に結成されたが、2001年 3月 12～15日に開催











大学理工学部  水澤純一氏） 
②電力線通信システム 
電力線をデータ通信に用いる電力線通信③
(Power Line Communication) システムに関する国
際会議 ISPLC2001( International Symposium on 
Power-Line Communications and Its Application )



































650nm 帯 LED（発光ダイオード）と POFの組み
合わせで 500Mbpsを 50 メートル、VCSEL(面発光
レーザ)と POFで 1.2Gbpsを 50 メートル、1300nm
























試作したところ 1.5GDI/s(giga(=109) data item per 
second)の性能を達成できたと報告している。試作 
に用いられたテクノロジーがさほど新しくないにも




























“Transition towards next generation networks”を
開催した。しかし、その場で、欧州を中心とする





















































り、まとめて xDSL とも呼ばれる。ADSL(非対称 DSL)は上













































































































































































































































































































































































































































一つとして注目されている。無機 EL と有機 ELがあるが、
輝度、効率などで優れる有機 EL が注目され盛んに研究
開発が行われている。 












































浮体式構造物の Design by Analysis用 Toolが提
供された意義は大きい。なお、この論文は、平
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図表 2 ヒトゲノム配列解析組織が GenBank に
登録した完成度の高い配列 







































































1 The Sanger Centre（英） 284,353 
2 Washington University Genome 
Sequencing Center（米） 
175,279 
3 US DOE Joint Genome Institute
（米） 
78,486 
4 Baylor College of Medicine 
Human Genome Sequencing 
Center（米） 
53,418 
5 Genoscope（仏） 48,808 
6 Whitehead Institute, Center for 
Genome Research（米） 
46,560 
7 Department of Genome Analysis, 
Institute of Molecular 
Biotechnology（独） 
17,788 
8 理化学研究所（日本） 16,971 
9 University of Washington 
Genome Center（米） 
14,692 
10 慶應義塾大学（日本） 13,058 
 その他 92,614 
 合計 842,027 
 （ヒトゲノム全体） 約
3,200,000 










































































































                 












































挿入や欠失があるもの ） 、③ VNTR(variable 























































































































ヘッド研究所と共同で第 11 番染色体及び第 18
番染色体の解読を進めている。Participating 











































































ネイチャーに論文発表があった 2001 年 2 月
現在では、概要解読の全データ量はヒトゲノム
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情報通信ユニット  小笠原 敦 
 


























































図表 1 リソグラフィー技術のロードマップ 




光学方式 KrF 0.248 現行量産 
ArF 0.193 2000～ 












































欧州は、 Infineon Technologies（独）の EUV 
LLC の参加、さらには ASML の EPL 開発からの
離脱、EUV LLC への協力と、米国と歩調を合わ
せつつある。ただし若干米国と異なる点は、ASML 
－ カールツァイス － ショットが F2 方式用の







































EUV 0.0134 22.4 92.53 18.506 
F2 0.157 1.910 7.90 1.580 
ArF 0.193 1.553 6.42 1.285 





























る。NA = 0.9のレンズを用いて 0.05μmまでの
加工が可能である。 
 





























米国の半導体開発においては EUV LLC に見
られるような産官連携、スタンフォード大学のＣＩＳ


















※ 注目動向                      
 
AMSKの SVG社買収で米欧連携強化へ 
ブッシュ政権は 5 月 3 日に ASML が、カリフォ
ルニアの SVG社を買収するという計画を認可した
と発表した。 
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4.2 わが国の動向                   
 
2001 年 4 月、わが国で第２期科学技術基本計
画（2001～2005 年度）がスタートした。同計画は、

























4.3 米国の動向                    
 
4.3.1 2002年度予算教書におけるR&D予算概要 





予算教書では、政府 R&D 予算は前年比 6.1%
増の965億ドル（約11.9兆円）となっている。このう
ち国防予算が 494億ドル（約 6.08兆円）で前年比




















出典：AAAS Analysis of R&D in the FY 2002 Budget 
 




















(%) 宇宙 健康 










全体で 471億ドル の他 




































出典：Budget of the United States Government, Fiscal 
Year 2002, Office of Management and Budget 
 
図表 4 2002年度政府 R&D予算 
対前年増加率（機関別） 
 
出典：Budget of the United States Government, Fiscal  
      Year 2002, Office of Management and Budget 
 
図表３から、2002 年度政府 R&D 予算では、
DODが約半分を占め、次にNIHが多い。また、図




















出典：Budget of the United States Government, Fiscal 



















出典：Budget of the United States Government, Fiscal 












       





















応用研究  開発  装置 
基礎研究 
DOD   NIH   NASA 












4.3.2 省庁横断プロジェクトの 2002年度予算 
 
（１）ナノスケール科学・工学・技術イニシアティブ 







（２）ネットワーキングと IT R&D イニシアティブ
(Networking and Information Technology R&D 
Initiative) 









































ン ジ ニ ア リ ン グ 局 （ Defense Research and 
Engineering）前局長ジョネス氏は指摘している。 
一方、2001 年 5 月 3～4 日にワシントン DC で
開催された第 26 回米国科学振興協会コロキウム































この背景には、欧州には多くの COE（Center of 
Excellence）が存在するが、相互の協調性に欠け、





































































出典 Budget breakdown for the Research Framework 
Programme (2002-2006) as proposed by the 
























図表 ９ 第６次プログラム実施までのスケジュール 
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